
東條純一　J H 3 A E F

要旨
今朝X T 2 から関空着、遅刻しましたが今朝から 平常の生活を始
めています。
熱射にも負けず、お腹こわしもせず、マラリヤにもかからず（これ
は未だ予防服用は続きますが）先ずは普段と変わりない感覚で
す。ご安心ください。
まあ大変な国でした。到着した夜には軍内部で紛争がおき、夜
間街中で銃撃戦があり、夜間外出禁止令が出ていたとか。 我々
は花火や、お祭りか？ですから平和ボケも良いところです。
大統領か首相か判りませんが偉そうな人物が延々とＴＶ演説をし
て解決はしたものの、我々の間では直ちに帰国すべきかなどの
話も出ました。そんな馬鹿なと思いながらも、翌日、街が何事も
無かったように平常どうり動き出しほっとしました。
その次は暑さ、先ず太陽がかげることはありません。日中の日向
は4 5 度前後、A N T 作業などは1 5 分も続けると口の中がカラカラ
になりしゃべれなくなります。タワー等炎天下にある金属は素手
ではとても熱くて触れません。
水は各自自分の分を確保。水道水は飲めません。また、蛇口を
ひねっても勢い良くは出てくれません。
最大の難関は停電です。お構い無しにプッツンと切れます。
2 4 日1 6 : 4 8 ̃ 2 0 : 2 0      2 5 日0 6 : 2 8 ̃ 0 8 : 5 5 ,   0 9 : 4 0 ̃ 0 9 : 4 5 ,   2 2 : 5 8 ̃ 2 6
日0 2 : 2 5     2 6 日0 6 : 0 2 ̃ 1 3 : 3 0 ,  1 5 : 4 8 ̃ 1 8 : 1 5

この間しか送電されませんでした。こちらは運用可能な状態でも
3 日間で 3 7 時間しか電源がありませんでした。コンタクト中でも突
然プッツンです。
R i g . は I C 7 0 6 + T O K Y O h p  H L 5 5 0 F X 5 0 0 W +  M I N I M U L T I  H X 5 2 A
I V  4 0 m   I V  7 5 m   +  アルインコD M 3 3 0 M V  のl i n e  u p で出ました。
従免は日本国内の従免に相当の資格で３０日間有効。
お世話になった方が通信関係の仕事をなさっていて、 現用して
いないステー式の１７～８ｃｍ角の細身のタワー１２ｍＨを提供し
てくださいました。ステーが沢山張られていてビームA N T の上
架、回転には不向き、あらぬ方向へ固定しかできませんでした。
X T 2 A E F は１８，２１，２４M H z  P H O N E で5 7 0 局少々のQ S O をはた
しました。J A とは5 局できたと思っています。
J A の声が聞えると、つい喉がつまって声が震え、涙目になりまし
た。めめっちくていやですね。逆に S T A N B Y   E U  は気持ちが良
かったH i 　W P X はp e d i には不向きでした。
震災のこともあり事前に公表という手段はあえてとりませんでした
が、r e p o r t  をみてD a i l y  D x のW 3 U R のB e r n i e がr e p o r t を求めてき
ていますので各人の情報を送る予定です。D x c c のD e s k にもl i c e n
s e のc o p y を送りc o n t a c t がc o u n t されるよう手続きをとります。Q S L
カードはこれから準備します。出来るだけ大判振る舞いで発行し
たいと考えています。

前編
確かあれは大阪国際交流会館ラジオクラブJ I 3 Z A G の新年会の
時だと記憶します。まことに申し訳ないことに、私は例によって大
遅刻での出席でした。会の進行がどのようになっていたのかも把
握できない雰囲気の中、J A 3 V W T 中野幸紀先生のお話の後半
の部分を拝聴しました。先生を中心に大学院の方で昨年度より
活動を開始した西アフリカ電波利用促進国際協力センター（C R I
O R ）が、西アフリカの発展途上国ブルキナファッソで先方の大学
と協力して無線L A N の構築を目指して活動を開始している。昨
年は事前調査年、今年は第一年度の活動に入るとのお話でし
た。
何より私の関心事はその無線L A N に何とアマチュア無線のV , U
H F 帯を利用しようとしておられることでした。となると、ブルキナ
ファッソ（X T 2 ）の政府機関が発行するアマ無線の従事者免許、
無線局免状も当然のことながら必要となります。そうたやすいこと
ではなさそうに思えるが。会の終了後、先生にそっとおうかがい
した。すると答えは単純明快。大丈夫、大丈夫。次に、活動は大
学としての事業だけれど、一般人も参加させてもらえるのです
か、私は無線L A N の構築のことなど全く解らないのですが。この
問いかけに対しても、どうぞ、どうぞ。これまた歯切れが良かっ
た。
二月の例会の頃に再び確認。何も解らん人間が大学の研究活
動班にくっついていくだけになります。本当に金魚の糞ですよ。
いやいやアマ無線もやるんですから、と、何の抵抗もない答えで
あった。

よっしゃ、それなら私は皆さんが活動しておられるあいだ、持っ
て行ったH F のR i g の番をしていたら良いのだ。そーかそーか。こ
れは面白いことになりそうや。三月の例会のときには周りもすっ
かりそのつもりになっていただいて何だか壮行会のような雰囲気
に包まれていた。

中野教授の目的は途上国の更に地方に分け入ったところ、即
ち、商業ベースから見放された地域の人達にも、我々が享受す
るインターネットを、回線料などに縛られず利用してもらうというこ
とだそうだ。即ちアマ無線L A N なのだ。
とにかくX T 2 でアマ無線の免許を取得せねば仕事は始まらな
い。そのようなことで、すでに昨年から取得に向けての行動を続
けてこられていた。そこに浮かび上がってきたのが設立間もない
X T 2 のアマ無線連盟の会長H u g o l i n n  P o o d a 氏X T 2 H B である。彼
には今回、あらゆる面でお世話になりっぱなしであったが、不思
議なことに、彼は我々のX T 2 滞在中は期間を通して国外におら
れ、全くお顔を拝謁したことはない。

次々に押し寄せる難題。
先ず最初はV I S A の問題であった。出発に合わせて確実にV I S A
は取得できるはずであった。そこへ東北関東大震災、それに続
いて福島の原発事故。確かに悪夢の連続ではあるが、こともあろ
うにX T 2 の東京大使館は受け付けた書類はほったらかしで本国
にさっさと引き上げてしまった。
そんな馬鹿な、そんなことされたら我々の入国はどうなるのだ。
それではと中野先生のとられた手段はパリにあるX T 2 大使館に
電話で直談判、我々がパリに着く午後六時を過ぎる超時間外に
特別にX T 2 入国V I S A を発行していただくという、我々からみると
全く不可能としか思えない快挙をスンナリとこなしてしまわれたの
だ。さすが在欧長期、しかも彼の地で要職をこなしてこられた氏
の手腕の一部を垣間見た一瞬であった。これならどこまでも金魚
の糞で安泰、安泰。
今までに無い大荷物。
O N  A I R 出来るならH F 機にリニアーA M P 、ゲインのあるA N T 、4 0
m や7 5 m にも出るのであれば其々に使用するワイヤー類、アース
棒、単線、安定化電源、同軸ケーブル5 D 2 V  1 0 m x 2 ,  2 0 m x 1  , 3 0
m x 1 、キーヤーにテーブルタップ類、テスターにA N T アナライ
ザー、コネクター類、F U S E 類、雑索類、工具類、懐中電灯、その
他諸々。



以上は普段の旅行には全く縁のないもの。衣類などの生活用品
はほんの申し訳程度にとどめることになってしまった。しかし、暑
い国で野野外活動、比較的蚊の発生の少ない乾期とはいえ、防
蚊対策として長袖の衣類だけは省くことはできない。2 0 0 6  S E A N
E T  O S A K A  I C O M とロゴのプリントされた長袖T シャツは実に有
用であった。電池式の長時間携帯蚊取り、除虫菊の渦巻き蚊取
りも忘れず携えた。特に電池式のほうは現地人にはもの珍しいら
しく、帰途、はずし忘れて腰にぶらさげたまま出国手続きをして
いたら、回りの職員が珍しそうに人垣を作って見入っていた。H i ,  
m o s q u i t o  k i l l e r ,  n o  p r o b l e m .  興味があるのかH o w M u c h ?  ときた。
そんなの忘れた、適当に3 $ 、、、S W を切ってポケットにポイ。
駄目とはいわなかった。
R i g はI C  7 0 6 だから大した大きさではないが、リニアーが心配で
あった。それでも今回持参したT H P の最新機種H L  5 5 0  F X  5 0 0
W  O U T は外函をはずし内函だけにすれば大き目のスーツケー
スに余裕でおさまってくれた。重量9 K g 。
航空会社A F の規定では携行荷物は各2 3 K g まで、三辺の総和が
1 5 8 c m までとの制限があった。二つのスーツケースは内空に未だ
余裕があったが重量では測ったように制限ぎりぎりに仕上がっ
た。それでも空港のカウンターでクレームが出たときのために、1
0 m の同軸を外のポケットにいれておき、いつでも機内持ち込み
に変更できるように用意はしておいた。
問題はA N T である。Z A G 皆様のお勧めもありH E X  B E A M のポー
タブル版を取り急ぎ注文したが、製造中止。急遽、数社のメー

カーをあたってみた。結局、多バンドをのせられ比較的小振りな
ものがM I N I M U L T I   A N T でみつかった。
H X  5 2 A  5 B A N D  2 e l e  x  2  P h a s e d  a r r a y  A N T である。メーカーに
交渉して上の基準内に収まるように梱包も小さくしてもらった。性
能について社長曰く大好評と。自社の製品を悪く言う社長もなか
ろうが、入荷後直ちに組み上げて仮設してみた。組み上げはい
たって簡単。アナライザーによるスペックも申し分ない。材質も加
工も悪くない。それならと運用してみるに、私が今集中している1
2 m   b a n d では現用3 e l e  S t e p  I R に大きな遜色は感じなかった。

いよいよ空港へ。
三つ目の荷物になるこのA N T だけは別料金にならざるを得ない
がそれよりもs e c u r i t y で引っかからないかが心配であった。私の
前にいた外人はこともあろうに木刀を丸出しのまま手荷物で預け
ようとして引っかかった。さて私の番、「長細いこの函なんです
か。」その場の責任者風の紳士が問いかけた。｢通信関係のA N T
です｣「長いA N T ですな、H F 用ですか」「良くご存知で」こんなとこ
ろで駄目と言われたらもともこもない、そこで貴重品袋から英訳さ
れた従免を出し示して「決して怪しいものではありません」さらさら
と目をとうした責任者風曰く「これはこれは一級の大先輩ですか」
「どちらまで」｢一寸西アフリカの方へ｣「私、二アマで今更勉強も
ね、、、」といった具合で握手までしてくれn o  p r o b l e m 。ちなみに
X T 2 までのA N T の別料金は¥ 1 8 , 0 0 0 . -  でした。

X T 2 入りは果たしたが。
便待ちでC D G 空港近くのホテルで一泊、翌朝の便でX T 2 に向か
う。地中海を一跨ぎ、7 X の西部をまっすぐ南下する。トランスアト
ラス山脈を越えて南側は赤茶けた砂の大地、数年前のモロッコ
旅行を思い出す。
機は途中5 U   N I G E R のN i a m e y に寄港した。何でもこの国は資源
国でX T 2 とは大違い。乗客の7 ̃ 8 割が降りていった。今まで気が
つかなかったが、その中に多くの明らかに日本人ではないアジ
ア人が混じっていた。
機は再び飛び上がり一時間弱の飛行の後、ようやくX T 2 のワガド
グ空港に着陸した。二日にわたり1 7 時間あまりの長旅である。
ところが、関空でも、パリC D G 空港でも問題にならなかったA N T
の細長い函が遂にX T 2 入国のs e c u r i t y で引っかかった。真っ黒
の顔をして目だけぎらぎら光らせた軍服の係官が私を呼び止め
た。｢それ何｣「通信用のA N T です」手振りで開けという。中野先
生が横からすっと飛び出してきて仏語でペラペラ。
とたんに行け、行けの手振り。ああ神様、中野先生様。
空港の建屋も屋内は至って薄暗くて木造とも、プレハブとも、、、
われわれのイメージする首都の空港とは趣をことにする。正面を
出たら即地道。砂埃と言おうか土ぼこりといおうか、赤茶けた粉
塵が足元から舞い上がる。空港から市街地に通じる道路は車道
だけはさすがに舗装されているが、それは道路の中央よりだけ、
両脇には広く地道が残されていた。

とにかくホテルに落ち着いたものの、ベッドからはイモリが飛び出
すは、シャワーの湯は出ないは、うーーん、、、、まあo p e r a t i o n が
始まったら寝てる暇もなかろうし、これでも良いか。

夕食は中野先生のご案内で日本人経営の居酒屋風レストラン
に。良く冷えた現地のビールをいただき、長時間の航空機での
ストレスも少しづつ失せ始めた頃、突然停電が。我々が手首や
首から下げている電池式蚊取りのランプだけが闇の中をユラユラ
して、何か異様な光景である。現地の人達は一切そのようなもの
はしていない。蚊に刺されないのだろうか。しばらくするとパット
電灯はともったが自家発電が動き始めたのだそうだ。
平和ボケの日本人。
食事も進み午後の９時をまわった頃、交通事故でもない、花火の
音でもない、割合に澄んだ音だが腹にこたえるような爆発音のよ
うなものを聞いた。店の主人曰く「何か大層なことにならねばよい
が、、、」
ホテルに帰ると玄関にあるテレビに何人かの人が見入っている。
明らかに政府の要人と思しき人物がながながと演説をしている。
とにかく部屋に入って水のシャワーを浴びるとベッドの上でバ
ターン、キュー。イモリも、効きの悪いクーラーも問題ではなかっ
た。

道端のマンゴウ売りのおばさん 道端の自転車修理屋
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しかし、往来から聞える車の音が何と無くギスギスし、夜半を過ぎ
ても移動しているように聞える爆竹音を何度か夢見心地で聞い
たような気がする。

朝、私は普段のように六時に目が覚めた。太陽は未だ昇ってい
ないが外は明るく、間もなくジリジリ照りつける暑い一日が始まる
気配である。ホテルのフロントマンも特に変わった様子も無く挨
拶をするので、昨夜の爆竹様の音のことなどすっかり忘れて約
一時間ほどの散歩に出かけた。手持ち時間の約半分を往路に、
残り半分を帰路にという配分で歩くのが私流の旅行先での散歩
のスタイルである。
早朝でもあり、往来の車も、その脇を走る地道の自転車も、バイ
クもまばらである。この国ではバイクよりも自転車の数が圧倒的に
多い。道路の両脇には所々空き地を残しながら平屋の建物が続
くが、築年数が永いのかこぎれいに見えるものはほとんどない。
商うものは、家具であったり、古い車からはずしたエンジンであっ
たり、衣類であったり、薬屋であったり、食堂であったり様々であ
るが、何を商っているのか業種を特定することの出来ない建物が
非常に多く感じられた。

道端では自転車の修理屋がや
たら目に付いた。修理屋といっ
ても板にチェーンの切れ端をぶ
らさげたり、チューブのゴムをぶ
らさげたりしたものを看板に商い
をしている。修理するのもまた道
端の土の上である。それでも利
用者はそこそこあるようで結構
繁盛していた。板を打ち付けて
作った粗末なテーブルと長いす
を出して朝食を食わせる店、何
を食べさせているのかと見ると、
大きなビニール袋に入れて持っ
てきたリゾット風の飯をボールに
入れて食わせている。道端で土
壷から水を売る者、お茶らしきも
のをを飲ませるテーブル、小さ
いマンゴウをテーブルに広げて
売っているおばさん、写真を撮
らせてもらおうとカメラを見せて
話しかけるとにっこり笑ってフ
ン、フン、だがカメラをかまえると
店をほったらかして小走りに遠
のいた。いずれの国の朝市もお
国柄がうかがえてほほえましい。

帰路につく頃には自転車の数は急激に増え通勤時間帯に入ったのであろう。その中をバイクがすり抜けていく姿が印象的であった。
しかし、バイクがあふれる東南アジアの国々に比べると、その数は圧倒的に少なかった。ただ感心したことにこの国の人々は、信号を
良く守る。車であれ、歩行者であれ、じっと気長に待てる人達である。斜めはすの信号がオレンジにかわったらもう飛び出していたり、
赤でも車が来なければ悠々と渡る不心得物は全く見当たらない。このことは、この国の人々が如何にのんびりした環境で生活してい
るかということの現れなのであろう。
今日の日課は午前が日本大使館の表敬訪問と事業説明、午後からはいよいよシャックの建設である。
運転手の説明によると昨夜の爆発音や爆竹のような音は、やはり銃撃戦の音であった。何でも、軍部の不満分子が武器庫を襲撃、
武器の略奪をする事件が起こり、その収拾のための銃撃戦が市中心部であったという。昨夜はずっと外出禁止令が出ていたとのこと
である。ただ事件は完全に解決したため、早朝には外出禁止令も解かれ、全てが正常に戻っているとのことであった。しかし、大使館
を訪問した際、ホテルの移転の提案を受けた。現在のホテルから、各国の大使館や官庁の集中するs e c u r i t y が厳重で、日本大使館
にも近い地区にあるホテルに移転した方が安全ではないかということで、早速に指示にしたがった。
他にも、交流活動をする予定であった首都にあるワガドグ大学にも不穏な空気があり、学生の学内立ち入りは少し以前から禁止と
なっている。そのため、本活動の主目的である日ブの大学交流事業はキャンセルとなってしまった。
あれや、これやの中、プール付のフランス風レストラン（聞こえは良いが決しておしゃれで清潔なところではない）での昼食の際、中野
先生はこのまま抗争が静まらなければ、撤退すべきではないか、「皆さんどう思う？」とややb l u e な表情をみせておられた。責任者とし
ては当然のお考えと尊敬したが、私は一人でも予定の日までは居残りますとの意見をのべさせていただいた。
ホテルの引越しでシャックの設営に取り掛かったのは午後もだいぶ過ぎてからになってしまった。　　　　　　　　　　＜続く＞

水がめを運ぶ若者

路上で遊ぶ子等
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J A 3 I V U  北井　十生J A 3 I V U  北井　十生J A 3 I V U  北井　十生

２０１１年３月１０日からリオ・ディジャネイロ（P Y ）とイグアスの
滝へ行ってきました。
昨年に計画をして行けなかった「イグアスの滝」とこの時期
に開催される「リオのカーニバル」へ。南米は２００８年の「ペ
ルー」以来の旅となりました。出発はまたまた「成田」です。
どうして関空から出発出来ないのか？？？？
　1 7 時１０分発の成田（N R T ）C O ６便に乗るため伊丹（I T M ）
から０８時２５分発のJ L 3 0 0 2 で成田（N R T ）へ。
成田（N R T ）には０９時３５分に着き、集合時間まで時間が
あったので成田山新勝寺に参拝に行くことにしました。成田
山さんでこれから先の長旅を祈願しました。
荷物は事前に家から成田空港へ送っておいた。今度のツァ
－は４４人で２つのグループになっている。すぐにチェックイ
ンをしてゲートへ。
　成田（N R T ）からU S A のヒューストン（I A H ）まで約１２時間の
フライト。ヒューストン（I A H ）に１４時まえ到着したがリオ・ディ
ジャネイロ（G I G ）行きは２１時０５分。さぁこれから７時間ほど
どうして時間をつぶそう。そのためにパソコンにD V D を見ら
れるようにソフトを入れ録画しているD V D を何枚か持って機
内に持ち込んだ。B 7 7 7 には機内電源が小容量の電気機器
なら使用できる。また、　最近は待合場所

には電源とW - L A N が使用できるのでその
場所をさがしてターネナル内をウロウロし
て見つけました。何人か人が使っていまし
たので空き待ってすぐ接続しました。ネッ
トも接続できました。
７時間待ってヒューストン（I A H ）発２１時０５
分のC O １２９便でリオ・ディジャネイロ（G I
G ）へ。深夜フライトで地図を見ていると
キューバを避けるようにアンティル諸島の
上空からベネズエラ、ブラジルの上空から
首都のブラジリアの上空を飛び、やっとの
ことでリオ・ディジャネイロ（G I G ）空港に３
月１１日の１０時１０分（3 / 1 2 　２２時１０分　
J S T ）に到着。ブラジルはビザが必要でし
た。
　空港に到着し、入国審査で並んでいる
とグループのある人が日本で大きな地震
があったとの情報が入ったと話していまし
た。その方は茨城県の方で震源地から離
れてはいるが被害があったとのこと。　直
ぐにバスで昼食会場（イパネマ海岸の近く
　イマネマと言えば「イパネマの娘」という
有名な曲があった）へ。レストランへ入ると
テレビがC N N を放送している。画面は「津

波」が押し寄せているが画像を繰り返し放送している。参加者は食事もよそに画面に食い入っていた。とにかくすごい画面で。携帯電話
で日本に連絡を取る人があった。ホテルへ着き、テレビを見るとC N N もB B C もずっと１日中このニュースばかりを放送している。
次の日はリオのコルコバード丘の上に「キリスト像」へはアプト式登山電車で２０分ほど終点からエレベータでもう一つ上へでるとガスがか
かっていて顔と手が見えない。また。眼下のリオ市内もまったく見えなかった。次ぎに世界最大と言われる「マラカナンサッカースダシア
ム」へ。中には入らなかったが大きな球技場だ。
それからメトロポリタン大聖堂へ　近代的な建物でおわんを伏せたような形です。昼食後　今夜の「リオのカーニバル」に備え、ホテルで
一休みし、夕食後　「リオのカーニバル」の会場であるサンボドロムへ　長さ約７００ｍ　幅約２０ｍの両側は甲子園球場のスタンドのように
階段上の観覧席があり全部で何席あるのかわからないが約７万人ぐらいらしい。会場は照明でとても明るい。今夜は、「リオのカーニバ
ル」の本選で入賞した１位から６位までのチームが参加する「チャンピオンパレード」で６位から順に出場する。１位が出てくるのは朝の４
時とか５時になるらしい。スタートは２１時だがなかなか始まらない。これは毎年のことで１時間や２時間遅れるのは当たり前とのこと。
花火が上がりいよいよスタート　私たちの観覧席はコースの最後の方にあるので始まって３０～４０分しないと先頭の姿が見えない。やっ
と６位のチームが見えてきた。「強烈なサンバのリズム」「きれいな山車」「きれいな衣装」で１チーム　２０００人から３０００人ぐらいなりで山
車が１チーム１０台ほどあります。朝の５時になったとき１位のチームが登場したが帰る時間となり、後ろ髪を引かれるようにホテルに戻っ
た。ホテル到着は朝６時　朝食はできるが眠気のため昼までお休み。１２時になり昼食を取った。イグアス行きの飛行機はリオ発２３時１８
分なので十分時間がある。あとリオでの観光「ポン・デ・アスーカル」（砂糖パンの山）へ。ここへはロープウェイを二つ乗り継いで岩山の
上へ。リオ市内がよく眺望できる場所として有名なところで世界三大美港であるリオの港がきれいに見える。

「リオのカーニバル」
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　それからゆっくり夕食（日本食）を食べ、リオ空港へフライト約２時間でブラジルのイグアス空港へ。ホテルへは２時半ころ到着した。次
は世界三大瀑布の一つのイグアスの滝へ。まずはアルゼンチン側から見るので国境を超える。トロッコ列車に乗り、滝の上の遊歩道を
歩くこと約１５分「悪魔ののど笛」の上に来た。ものすごい水の量で落ちていく。それが霧というより雨になって観光客の方へ降ってくる。
全員ずぶ濡れになりながら滝を眺めた。
　その後、ブラジル、アルゼンチン、パラグァイの３ヶ国の国境地帯（二つの川の合流点）を見てまた、ブラジルに入国昼食はイグアスの
滝のブラジル側にあり、滝をみながら食事するが滝の音がすごい。国境でのお話。ブラジルとアルゼンチンの間は入出国管理がある
かブラジルとパラグァイの間には何もない。フリーパスである。アルゼンチンとパラグァイの間は通過していないのでわかりません。
　午後は、ブラジル側へ　滝は幅４ｋｍあり、下から見るのでいくつも滝があり、三段になっているところも、至るところで水が落ちている。
滝の数は世界一だそうだ。落ちている先まで遊歩道があり、これまたずぶ濡れになる。防水型のデジカメは購入して持っていった。そ
の後、いよいよ滝に突こむボートツァーへ。全員ライフボートを着けた。ゴムボートに船外機をつけたもので何回も滝に突こむ。その水
量たるものバケツをひっくり返したような量ではない。息が出来ないぐらいすごい量だ。もちろん全身ずぶ濡れ。水着でボートに乗るの
が一番よい。日本では絶対体験できない。行かれた方は是非体験してください。
　その日の夕食時に歯が壊れてしまい噛めなくなってしまった。これで日本に帰って歯医者に行くまで食べられない。　なんとか柔らか
いもの探しをスープで喉を通して食べるしかない。困った。帰国したら体重が３ｋｇ減った。こんなところでカップラーメンが役にたった。

　

　ブラジルとパラグァイの間にある「イタイプーダム」へ　ここは水力発電所としては世界第２位（１位は中国の三峡ダム２２００万ｋW
h ）で総発電量１４００万ｋW h （７０万ｋW h の発電機が２０機。ブラジル（６０H z ）とパラグァイ（５０H z ）各１０機づつ）とすごい。ダムの堰
堤も高さ１９６ｍで長さ７．７ｋｍ（ダムの型式はコンクリート重力式とロックフィール式などの複合）で上にある湖は琵琶湖の２倍もあ
るらしい。
　パラグァイでは電気が余るのでブラジルに売電しているとこと。（もちろん周波数変換をして）特にこの時期、このような発電所が
日本にもほしい。そうしたら関東方面での計画停電が助かるかもしれない。
　そうこうと旅をしているうちにいよいよ帰国する日となった。イグアスの空港へ。ここからサンパウロ、リオ、ヒューストン、成田、伊丹
と５回も飛行機に乗らなければならない。合計で何時間飛行機に乗るのだろう。何回機内食を食べることになるのだろう。計算した
ら疲れるだけなのでやめときます。ちなみに搭乗計算すると１時間３０分＋１時間５分＋１０時間２０分＋１３時間５０分＋１時間２０
分です。（待ち時間を含みません。）成田には無事着陸できのだろうか。
　機中泊を２回し、日本に近づくといつもは仙台沖から銚子沖へ出て成田へのコースが青森上空から秋田沖上空の日本海へ出
た。そして酒田上空から銚子沖へとまるで「福島原発」を避けるようにしてやっと成田へ到着。日本を脱出する外国人でターミナル
は人がいっぱい。成田から伊丹まで順調に飛行し伊丹に到着　外へ出ると雪が舞っていた。地球の裏側から帰ってくると寒い。

　終わりに無線の話
無線のアンテナは放送局用と携帯電話等のぐらいしか見かけな
かった。携帯電話は幹線道路、市内では使用できた。
ホテルのテレビは衛星と思われるが外国の放送はC N N 、B B C が
あった。
今までは、日本のニュースを見ることはほとんどなかったが今回
は２４時間ずっと日本のニュースばかり「菅総理」「枝野官房長
官」が出ていた。N H K や民放が取材した津波の様子がC N N 、B B
C で流れている。C N N は盛んに「福島原発」を取り上げ、放射能
の影響について報道している。日本ではこのニュースはまだ報
道されていないらしい。

２０１１年３月１７日の「C O 　7 便　
ヒューストンから成田への飛行コース」

「イグアスの滝」（ブラジル側）
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